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ボツリヌス療法とは、ボツリヌス菌が作り出す天然たんぱく質を有効成分

とする薬をこわばりのある筋肉に注射する方法です。このボツリヌス菌は

“筋肉のこわばり”・痙縮を緩和する作用があります。

近年の医療進歩により脳卒中で死亡する患者さんは減少しており、2012

年度の統計では死亡原因の第4位となっています。しかし生命が助かるよう

になった反面、脳卒中後遺症に悩む患者さんは増加しています。

脳卒中後遺症の中で最も多く見られるのが手足の麻痺です。この手足の

麻痺と一緒に現れるのが“筋肉のこわばり”・痙縮（けいしゅく）という手足の

つっぱりです。急性期治療や回復期治療でリハビリテーションを行っている

時期は“痙縮”を緩和することが可能です。

“痙縮”は自宅などに退院された維持期治療期に強くなる傾向があるために、手足の動きが制限されて、

歩くこと、手を動かすことなど日常生活での支障となることがあります。

この痙縮を改善するために内服加療や外科治療、リハビリテーション治療など様々な方法が行われ

ています。2010年に新たな治療法として“ボツリヌス療法”が加わり徐々に広まりつつあります。

このボツリヌス療法の効果は通常３か月程度と言われていますが、注射後直ぐにストレッチなど運動

をすることにより、その効果をより長く保つことが出来ると言われています。

また、この治療は研修を受けた医師による施注とリハビリテーション技師による訓練指導が必要です。

当院では３名の脳神経外科医師とリハビリテーション技師が資格を有して治療にあたります。

内容、費用の面など、保険適応になる疾患もあるため、お気軽にご相談下さい。
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●リハビリテーションが
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●手足の筋肉がやわらかくなり、

日常生活動作（ADL）が行ない

やすくなります

●介護の負担が

軽くなります

●関節が固まって、動き

にくくなったり、変形する

のを防ぎます（拘縮予防）
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季節の変わり目のこの時期は、夏の疲れが体に溜まっている上に、昼夜

の寒暖の差が激しく、体調を崩しやすい時期です。今から厳しい冬の寒さ

に耐えられるよう、体を鍛え、食生活を見直し、健康管理に努め、大切に

過ごしたいですね。 友愛会病院 広報委員会

○友愛会病院のホームページも是非ご覧ください。http://www.sanwakai.jp/
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